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催事場来場顧客の定量的な顧客データ取得へ 

ＡＩカメラを活用した顧客分析実証実験第二弾開始 
 

そごう・西武は西武池袋本店の催事場を対象にＡＩカメラを活用した顧客分析の実証実験第二弾を開始しました。今

回の顧客分析では催事場に来場したお客さまの数の把握と属性（性別・年代）を推定します。 

＜今までの催事場の課題＞ 

催事場は集客力が高いフロアである反面、特に物産展はメンバーズカードの対象外ということから、どのようなお客さま

が来場しているのか定量的なデータを取得できていませんでした。 

＜今後の活用について＞ 
今回 AI カメラによる顧客分析により催事場に来場したお客さまの数の把握と属性（性別・年代）を推定することができ

るようになったことで、今後は取得したデータをもとによりお客さまのニーズに合った品揃を進めることが可能になりました。 

また将来的には催事場と他のフロアへのお客さまの回遊分析を行い、催事場で開催されている催事が他のフロアへの

集客に効果があるのかを分析し、催事場の品揃の改善や展開計画の見直しにつなげてまいります。 
 

実証実験概要 
■期間：１０月１２日（水）～２月２８日（火） 

■実証実験対象フロア：西武池袋本店 ７階＝催事場    ■ＡＩカメラ設置台数：８台 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

■実証実験第一弾の成果 

西武池袋本店の２階で４月１８日（月）～５月２０日（金）に実施した実証実験では、２０代の若年層が想定以上に来
店しているという事実が見えてきました。実際に商品を購入している顧客に比べてフロア来店者は１０歳以上若いという結
果です。この結果は現在進めている西武池袋本店の２階のフロア改装にも活かされています。 

■お客さまのプライバシーに配慮したデータ収集 

今回の実証実験はＩｄｅｉｎ株式会社の技術を採用。同社が提供するエッジＡＩプラットフォームＡｃｔｃａｓｔを活用することで
取得した情報をＡＩカメラ内での処理が可能となりました。そのため解析結果はテキストデータのみとなるため、お客さまのプ
ライバシーにも配慮したデータ収集で個人を特定せずに情報を活用することができます。 
 

※本リリースの掲載画像はイメージです。  

＜Ｉｄｅｉｎ株式会社について＞ 

安価な汎用デバイス上での深層学習推論の高速化を実現した、世界にも類を見ない高い技術力を有するスタートア

ップ。当該技術を用いたエッジＡＩによる現場データ収集プラットフォーム「Ａｃｔｃａｓｔ」を開発し、実用的なＡＩ／ＩｏＴシステ

ムを開発・導入・活用する開発者及び事業会社へのサービス提供を行っております。 

コーポレートサイト URL: https://www.idein.jp 

 

＜AI カメラ設置の様子＞ ＜１０月１８日（火）まで開催している京都名匠会＞ 

https://www.idein.jp/

